
図 1　クリオプレシピテートおよびフィブリノゲン製剤の使
用診療科別割合（平成 26年全国アンケート調査結果より）
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本誌 61 巻 6 号に掲載された原著にて菅野らは，2014
年度の血液製剤使用実態調査をもとに「大量出血にお
けるFFP，クリオおよびフィブリノゲン製剤の使用状
況」を報告している１）．しかし本アンケート結果２）３）およ
び 2013 年度の大量輸血症例の検討４）を見ても，回答施
設数の少なさから，両製剤の使用実態は明確になって
いない．大量出血時の凝固障害に対してクリオプレシ
ピテートおよびフィブリノゲン製剤を使用したと回答
した施設数を見ると，基本調査２）ではそれぞれ44（4.8%），
124（14.2%）だが，詳細調査３）では同 22，55（両製剤使
用は 15）と半減しており，さらに個別報告にいたって
は同 13，12（両製剤使用は 2）と，きわめて限られた
施設からの回答のみとなっている．これでは両製剤の
使用実態を把握することは難しいと言わざるを得ず，
本アンケートの限界でもある．ちなみに，さらなる問
い合わせを可とした施設数は，クリオプレシピテート
使用 22 施設のうち 11，フィブリノゲン製剤使用 55
施設のうち 14，両製剤使用 15施設のうち 8にとどまっ
ていた．
これまで我が国では，供給体制の不備および保険適
用外での使用という事情から，両製剤の普及が遅れて
いた．また，その使用にあたっては統一した使用基準
を設けておくことが推奨されるが，実際には施設によっ
て運用がまちまちであり，両製剤の有効性を客観的に
評価する上でも大きな妨げとなっている．両製剤が必
要とされる病態も一様ではなく，各分野の専門医の間
で使用の是非や使用基準について意見が分かれている．
本アンケートの個別症例報告から算出した両製剤の使
用診療科割合を見ると，クリオプレシピテート（167
例）は心臓血管外科が 4分の 3を占めているのに対し，
フィブリノゲン製剤（103 例）は産科や救命救急領域で
の使用割合が高い傾向を示している（図 1）．この違い
の理由は明らかではないが，おそらく心臓血管外科手
術件数の多い施設では，主科からの要望によりクリオ

プレシピテートを導入したのではないかと推測される．
一方，産科大量出血や救命救急領域では凝固障害がよ
り高度で緊急性も高いことが多く，救命のために必要
な，濃縮されたフィブリノゲンの迅速投与を行いやす
いフィブリノゲン製剤のほうを使用する傾向にあるの
かもしれない．日本血液製剤機構によると，2015 年の
フィブリノゲン製剤の年間使用量は約 8,000g で，その
うち約 3,000g が先天性欠乏症患者に使用されていると
いう．つまり約 5,000g が後天的な低フィブリノゲン血
症患者に投与されていると推測され，1例あたり 3～4
g の投与と考えると，年間 1,200～1,500 例の症例で使用
されていることになる．
このように本アンケートには，両製剤の使用状況の
ごく一部が反映されているに過ぎない．次年度以降の
アンケート調査内容を改変することにより，また本学
会の「クリオ・フィブリノゲン製剤小委員会」での活
動により，両製剤の使用実態がより明らかにされ，適
正な使用指針の作成に寄与することを期待する．
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